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オープンイノベーションで海藻の養殖技術開発と利活用の促進へ

産官学の関係者約70名が岩手県大船渡市に集まり
海藻の養殖現場を視察、意見交換を実施
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理研食品株式会社*1は、7月3日（水）、岩手県大船渡市で海藻養殖の現地視察会と意見交換
会を開催しました。海藻の生産や利活用に関心のある産官学の関係者約70名が全国各地から集
まり、事業領域を超えた情報交換を行いました。

当日はコンブの試験養殖がおこなわれている大船渡市の綾里（りょうり）漁港*3に朝から多
くの関係者が集まりました。梅雨時期のところ天候に恵まれ、まずはコンブ養殖漁場の乗船視
察を実施しました。参加者は港から5分ほどのコンブ養殖漁場まで船で移動し、養殖中のコン
ブを観察しました。コンブの生態から養殖の課題、海藻の利活用までさまざまな質問があがり、
実際にコンブに触れながら理解を深める貴重な場となりました。

理研食品、理化学研究所、長崎大学のコンソーシアムは、2024年1月に、F-REI（福島国際
研究教育機構）の委託研究事業を受託しました*2。コンソーシアムでは「バイオエコノミーに
対応した海藻類の大量養殖コア技術の研究開発と福島県沿岸における生産拠点形成の実証研
究」を進めています。
この研究を中長期での産業化につなげるには、大規模養殖したコンブの利活用やブルーカー

ボン効果の定量化などが課題となります。理研食品は、それらの課題解決には幅広い事業領域
の方々との議論や協業が必要と考えました。そこで、研究テーマのひとつとして行っているコ
ンブの養殖試験の現地に関係者をお呼びし、視察会と意見交換会を開催したものです。

■開催の背景

9:00～ 海藻現地視察会（コンブ養殖漁場の乗船視察・収穫後の原料視察）

マルカツ水産佐々木晶生取締役（中央）
がコンブ養殖について説明

養殖中のコンブを船上にあげて観察乗船の様子

■イベント当日の様子

*1：理研食品株式会社は、理研ビタミン株式会社の子会社で、「ふえるわかめちゃん」「わかめスープ」などの製造や、海藻養殖
に関する研究を行っています。

*2：2024年1月31日ニュースリリース（https://www.rikenvitamin.jp/news/detail/20240116140045.html）

*3：綾里地区では地元水産会社のマルカツ水産が行うワカメ養殖を理研食品が支援しており、コンブの試験養殖についてもマルカ
ツ水産と綾里漁協にご協力いただいています。

https://www.rikenvitamin.jp/news/detail/20240116140045.html
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乗船視察後は港に戻り、収穫済みコン
ブの視察を行いました。参加者はクレー
ンで引き上げられた長さ4mのロープに
密集して生育する総重量約60kgのコンブ
を間近で観察しました。
理研食品 取締役原料事業部長の佐藤陽

一が、今回の試験養殖で採用している養
殖方法や研究の現在地について説明する
とともに、インプット側の大規模養殖技
術開発とアウトプット側の利活用促進を
並行して行うことの重要性を伝えました。

14:00～ 大規模養殖に関するセミナー・意見交換会

クレーンで引き上げたコンブを観察する参加者

午後は「大船渡市防災観光交流センター おおふなぽー
と」にて、大規模養殖に関するセミナー・意見交換会を実施
しました。会は下記のプログラムに沿って発表が行われ、参
加者には技術面から利活用に対する考えまで幅広く知ってい
ただく機会となりました。総合討論では、地域との関わり方
やブルーカーボンを取り巻く議論、海外の研究状況など、終
了時間直前まで各課題に対する活発な質疑応答や意見交換が
行われました。

（参考）セミナー・意見交換会 プログラム
1. 会の趣旨説明と参加者紹介（理研食品：佐藤陽一）
2. F-REIの事業説明（F-REI：山崎光悦理事長）
3. F-REI事業「バイオエコノミーに対応した海藻類の大量養殖コア技術の研究開発と福島沿岸における生産拠点形

成の実証研究」の紹介（理研食品：佐藤陽一）
4. コンブ大量養殖を目指した垂直養殖方法（理研食品：斎藤大輔）
5. 招待講演 新しい植物を創る―大きくなあれ！（理化学研究所：阿部知子副センター長）
6. 招待講演 海洋生態系におけるCO2吸収定量化とその技術的課題（長崎大学：Gregory Nishihara教授）
7. 食料生産とCO2固定の両立を目指した海藻類大量養殖の実現に向けた課題＆総合討論（理研食品：佐藤陽一）

本件に関する報道関係者のお問い合わせ先
理研ビタミン株式会社 経営企画部 広報・IR室

TEL：03-5362-1315

■理研食品 取締役 原料事業部長 佐藤陽一コメント

今回のイベントでは異なる事業領域の方々と同時に意見交換ができたことで、協業で養殖技
術開発と利活用促進に取り組むことが必要不可決であるとより強く感じました。
理研食品が代表を務める本委託研究事業のコンソーシアムは、今回のイベントをきっかけと

した共同体の発展も今後視野に入れながら、品種育成、種苗生産、養殖技術、ブルーカーボン
評価、そして利活用までを包括的に捉え、研究開発に取り組みます。
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